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初代会長は黛正雄氏（品川区）で、小学生の頃デビュー曲「酒の苦さよ」を聴いて三橋さんのトリコに

なり、以後「美鈴会」で長年にわたって活動されてきました。黛さんは三橋さんが平成7年10月に倒れる

まで、献身的に尽してくれたお陰で絶大な信頼を得ることになり、当時の会員は三橋さんと直接お会い

する機会が増え、ファン冥利に尽きる充実した日々を送ることが出来ました。黛氏の人柄の良さが、現

在のみちや会繁栄に繋がったことは間違いありません。三橋さんは平成8年1月8日に亡くなり、本来な

らば後援会は解散するところですが、全国の会員から「このまま解散すれば昭和の大天才歌手・三橋

美智也が忘れ去られてしまう」という声が上がり続けることとしました。結局「後援会」をはずし「三橋美智

也みちや会」として再スタートを切りました。

催、大会場が満員になりました。今年は10月29日に東京北区・赤羽会館で19回目を開催します。

「三橋美智也」を風化させないもう一つの方法として、記念館や銅像を作ることも考えましたが、先輩

歌手や著名人の実態を見ると、ハコものはいつか見捨てられると判断し、「三橋美智也大事典」の制作

に着手しました。本は風化しない最良の手段です。紙離れが進んで「本」というものが姿を消しても、デ

ジタル化によって別の形で永遠に引き継がれていきます。場所も維持費もかかりません。この発端は黛

氏の立案した「三橋美智也人物史・古城のまゝに」です。残念ながら黛氏は平成15年12月に60歳を目

前にして急逝、三橋さんのもとに旅立ちました。小生は黛氏の意思を継いで、人物伝だけに留まらず、

美智也のことなら何でも分かる「大事典」制作に取り組んでいます。

初代会長の死去により、いよいよ当会も解散という危機に直面しました。首都圏に2代目会長を継ぐ人

がいないのです。しかも会員は減るどころか増える一方で、特にカラオケが600曲にもなると、かつての

隠れファン（団塊の世代を中心に）が「美智也を歌う」ことに生きがいを感じる方が多いとわかり、継続す

るには自分がやるしかないと決断、2代目を引き継いで現在に至っています。しかし小生も70を過ぎ、

次の会長候補を探してはいるものの、まず若い会員が少ないことから容易ではなくお先真っ暗、そこで

数年前から全国に「支部」を作る運動を始めました。本部会員が中心になって、地域の「歌好き」を集

め、三橋美智也の名曲を歌い広めてもらおうというものです。現在関東を中心に支部作りが進んでお

三橋美智也さんの最初の全国組織後援会「美鈴会」は昭和34年に発足しましたが、昭和50年後半か

らマンネリ化に陥り、刑部明英氏（大和市）がこれを打破しようと、40歳代会員を中心に「特攻部」を設

立。しかし本部の方針を変えるまでに至らず自然解散。昭和60年代に入ってからは「美鈴会」を飛び出

して新しい後援会を作ることを模索。何よりも三橋さん自身が若い世代の奮起を願っていたこともあり、

新組織結成に大賛成、平成元年8月１日に有志8名で「みちや会」を立ち上げました。翌2年1月28日、

杉並区の割烹園「あら川」にて新年会を開催したところ、三橋さんは奥さんと娘さんを連れて参加してく

ださり「みちや会を唯一の後援会として認める」と宣言してくれました。以後「美鈴会」から会員が大量移

動、1年余りで一本化し現在に至っております。会員は北は旭川から南は宮古島まで、正会員・特別会

員・賛助会員合わせて300余名です。

「三橋美智也」を風化させない手段として、当会設立メンバーで唯一の地方会員・工藤隆（青森市）が

カラオケ制作に取り組みました。当時はカラオケボックスというよりは、もっぱらスナックで歌うことが主流

で、三橋さんのカラオケは20数曲しかありませんでした。みちや会会員とは言っても、三橋さんの名曲

を歌えなかったわけです。1年以上経って自作カラオケが100曲程完成した時点で、発表する場が必要

と考え、平成10年11月に青森市において｢第1回全国三橋美智也歌唱（カラオケ）大会」を開催しまし

た。第1回目とあって出場者はわずか30名弱、しかしこれで手ごたえを感じ、翌年から東京で開催したと

ころ大好評、以後当会の最大行事になって現在に至っています。昨年は始めて北海道北斗市で開

り、会員のみならず多くの方が「美智也節」を歌い楽しんでいます。

みちや会とは


